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世界および日本のCO2排出量（2020年）

Based on the Ministry of the Environment's document (https://www.env.go.jp/content/000098246.pdf), 
the translation and graph have been recreated.

Based on the data from the National Institute for Environmental Studies, "The 
GHG Emissions Data of Japan (1990-2020)," a graph has been created.
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 日本は世界で6番目に多くのCO2を排出しており、その量は約3%に達している
 日本の鉄鋼業から日本のCO2排出量の約14%排出、化学産業は5.6%
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• プロセスのエネルギー高効率化・低コスト化
• 水素利用

産業界を中心に技術開発
• 炭素循環（産業連携）

鉄鋼等の産業と化学における炭素の循環
• エネルギーも含めた国際連携強化

エネルギー利用の国際連携
CN技術の国際展開

化学工学会 地域連携カーボンニュートラル推進委員会
「カーボンインディペンデンス（炭素自立）ビジョン：
CO2排出削減が困難な産業の循環経済への変革」

3



日本学術会議主催学術フォーラム日本学術会議 材料工学委員会
材料工学委員会としての活動
• 材料工学： 多くの材料（金属、セラミックス、半導体、生体材料等）に関わる工学に関する議論
• 26期方針：
材料工学に固有の問題を取り扱うとともに、その出口としては 他の分野との共通する課題として抽出し、日本
学術会議の様々 な活動の中で、ボトムアップ型の活動として草の根的な活動か ら、より大きな視点で課題を抽
出・審議する
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• 材料工学委員会・臨床医学委員会・歯学委員会・化学委員会合同バイオマテリアル分科会
• サーキュラーエコノミーのための資源・材料の循環利用検討分科会
• 中長期研究戦略分科会
• 材料工学委員会・総合工学委員会合同将来展開分科会
• 新材料デザイン検討分科会（計算機支援による新材料デザインを含む）
• 材料工学ダイバーシティWG
• 「水素科学技術」に関するWG

本検討委員会に関する材料工学における課題
・素材産業のCN化 水素利用、炭素循環（産業連携）
・再生エネルギー拡大のための新材料開発
・資源の循環利用（サーキュラーエコノミー拡大）

26期
分科会

達成目標（新材料・新プロセス等に基づく）
・ネイチャーポジティブ（自然再興）
・アースポジティブ（地球再興）
・スペースポジティブ（宇宙再興）
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意思の表出にむけて（骨子の一部）
資源循環を推進するうえで今後学術課題となりうる重要な項目
（１）指標とトレーサビリティ確保

（ⅰ）資源循環によって新たな付加価値を生み出す新たな産業連関の学術
的裏付け
（ⅱ）材料ごとの消費・再生・廃棄のストック・フローの可視化とこれに
付随する環境負荷の可視化
（ⅲ）循環経済を国際標準とするために・ライフサイクルシミュレーショ
ン
（ⅳ）デジタルプロダクトパスポート
（ⅴ）トレーサビリティ確保のための高度素材分析
（２）高付加価値の再生材料創製と評価

（ⅰ）再生材料の価値創出と評価－プラスチック
（ⅱ）再生材料の価値創出と評価－鉄鋼
（ⅲ）再生材料の価値創出と評価－非鉄金属
（ⅳ）高付加価値の再生材料を得るための前処理と易分解設計
（ⅴ）カーボンニュートラルと相補的な資源循環プロセス－鉄製錬プロセ
スの観点から
（ⅵ）新たな資源循環圏の最適解を予測する AI（機械学習）の活用
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